
女
性
の
活
躍
が
企
業
成
長
の
カ
ギ

　
大
阪
府
の
女
性
就
業
率
（
20‒

59
歳
）
は
66
・
１
％
と
、
47
都
道
府
県
中

45
位
と
低
い
水
準
で
す
。

 

女
性
の
就
業
率
は
、
結
婚
・
出
産
期
に
当
た
る
年
代
に
一
旦
低
下
し
、
育

児
が
落
ち
着
い
た
時
期
に
再
び
上
昇
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
Ｍ
字
カ
ー

ブ
」
を
描
い
て
い
ま
す
。
大
阪
は
全
国
平
均
に
比
べ
、
Ｍ
字
の
谷
の
部
分
が

深
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
女
性
と
比
較
し
た
男
性
の
育
休
取
得
率
は
き
わ
め
て
低
く
、
わ
ず
か

２・３
％
で
す
。

　
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
つ
い

て
、男
女
全
体
で
は
「
反
対・ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
が
49・４
％
と
な
っ

て
お
り
、
反
対
と
す
る
人
の
割
合
は
、
女
性
で
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
夫
の
育
児
・
家
事
関
連
に
費
や
す
時
間
は
、

他
の
先
進
国
と
比
較
し
て
低
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
女
性
管
理
職
を
役
職
別
に
見
る
と
、
係
長
級
が
16・
２
％
、
課
長
級
は
９・

２
％
、
部
長
級
で
は
６・
０
％
と
な
っ
て
お
り
、
上
位
の
役
職
ほ
ど
女
性
が

占
め
る
割
合
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
長
期
的
に
は
上
昇
傾
向
に
は
あ
る
も

の
の
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
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結婚・出産期に低下

年齢別 就業率

　出典 :総務省「国勢調査」（平成 22年） 就業率＝就業者人口／年齢階級別人口

　出典 :総務省「就業構造基本調査」（平成 24年）
出典：厚生労働省「雇用均等基本調査」
（平成 26年）

出典：内閣府「女性活躍推進に
関する世論調査」（平成 26年）

　出典： 内閣府パンフレット「ひとりひとりが幸せな社会のために　平成 27年度版データ」

【
備
考
】

１
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所「
第
14
回
出
生
動
向
基
本
調
査（
夫
婦
調
査
）」
よ
り
作
成

２
、
第
１
子
が
１
歳
以
上
15
歳
未
満
の
子
を
持
つ
初
婚
ど
う
し
夫
婦
に
つ
い
て
集
計

３
、
出
産
前
後
の
経
歴

　
　
就
業
継
続（
育
休
利
用
）― 

妊
娠
判
明
時
就
業
〜
育
児
休
業
取
得
〜
子
ど
も
１
歳
時
就
業
　
　

　
　
就
業
継
続（
育
休
な
し
）―
妊
娠
判
明
時
就
業
〜
育
児
休
業
取
得
な
し
〜
子
ど
も
１
歳
時
就
業

　
　
出
産
退
職
―
妊
娠
判
明
時
就
業
〜
子
ど
も
１
歳
時
無
職

　
　
妊
娠
前
か
ら
無
職
―
妊
娠
判
明
時
無
職
〜
子
ど
も
１
歳
時
無
職

　出典 :厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（平成 26年）

６歳未満の子どもを持つ夫の１日あたりの
家事・育児関連時間の国際比較
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うち育児の時間

大阪府 0：28 0：56
日本 1：070：39
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子どもの出生年齢別 第１子出産前後の妻の就業経歴
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出
産
前
有
職
者
70・７
％
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第１子を出産後

出産退職：62.0％

就業継続：38.0％

2.3％

86.6％

男
性

女
性

女
性
活
躍
推
進
法
が
ス
タ
ー
ト

　
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
が
到
来
す
る
中
、
女

性
の
活
躍
推
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
８
月
28
日
に
は
、
女
性
が
職
業
生
活
に
お
い
て
、

そ
の
希
望
に
応
じ
て
十
分
に
能
力
を
発
揮
し
、
活

躍
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
国
、
地
方
公

共
団
体
、
一
般
（
民
間
）
事
業
主
が
果
た
す
べ
き

責
務
等
を
定
め
た
「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る

活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
女
性
活
躍
推
進
法
）

が
、成
立
し
ま
し
た
。平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

常
時
３
０
１
人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業

主
は
、
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
等
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

女
性
の
活
躍
で
成
長
す
る
企
業

　
日
本
の
女
性
の
就
業
率
は
男
性
よ
り
低
く
、
そ

の
中
で
も
大
阪
の
女
性
の
就
業
率
は
全
国
的
に
見

て
も
低
い
水
準
で
す
。
ま
た
、
育
児
や
家
事
に
積

極
的
に
男
性
が
参
加
す
る
こ
と
が
女
性
の
継
続
就

業
の
促
進
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
男
性
の
育
休
取

得
や
家
事
・
育
児
時
間
は
、
女
性
や
欧
米
に
比
べ

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
女
性
の
活
躍
は
、
市
場
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
優

秀
な
人
材
の
確
保
な
ど
企
業
に
と
っ
て
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
冊
子
で
は
女
性
が
活

躍
し
、
成
長
し
て
い
る
企
業
の
事
例
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
お
け
る
取
り
組
み

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

大
阪
府
の
女
性
就
業
率
は
ワ
ー
ス
ト
３

働
い
て
い
た
人
の
６
割
が
出
産
退
職

育
休
取
得
の
男
性
は
２・３
％

夫
の
家
事
時
間
、
日
本
は
北
欧
の 

１
－
３

「
夫
は
外
、
妻
は
家
」
に
賛
成
？
反
対
？

ま
だ
ま
だ
少
な
い
女
性
管
理
職

結
婚
・
出
産
期
は
就
業
率
の
「
深
い
谷
」

備考
１． EuroStat "How Europeans Spend Their Time Everyday Life of Women and Men"
（2004）,Bureau of Labor Statistics of the U.S. "American Time Use Survey"（2013）
及び総務省「社会生活基本調査」（平成 23年）より作成。

２． 日本と大阪府の数値は、「夫婦と子供の世帯」に限定した夫の１日当たりの「家事」、「介
護・看護」、「育児」及び「買い物」の合計時間（週全体平均）である。

育休取得率

固定的な性別役割分担意識

賛成
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どちらかといえば反対
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部長級

6.0

16.2

係長級

課長級

9.2

　
育
休
を
取
得
し
て
就
業
を
継
続
す
る
女
性
の
割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
第
１
子
出
産
前
有
職
者
の
う
ち
約
６
割
が
第
１
子
出
産
を
機
に
離
職

し
て
い
ま
す
。

この冊子では、原則として育児休業を「育休」、有給休暇を「有休」と表記しています。
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